
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

発
刊
二
十
年

そ
の
経
緯
と
効
果

鑑
み
る
と
、
平
成
十
三
年
第
七
回
全
国

棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
が
石
川
県
輪

島
市(

白
米
の
千
枚
田)

で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
懇
親
会
会
場
で(

ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
棚
田
学
会
事
務
局)

の
高
橋
久
代

さ
ん
か
ら
、「
も
う
、
ぼ
ち
ぼ
ち

四
谷
の

千
枚
田
も
サ
ミ
ッ
ト
を
や
っ
て
ち
ょ
う

だ
い
よ
、
あ
な
た
も
古
く
か
ら

棚
田
保

存
に
ご
尽
力
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
や
る

(

棚
田
サ
ミ
ッ
ト)

の
が
当
然
だ
か
ら
…
」

と
、
言
わ
れ
た
。
と
っ
さ
の
出
来
事
で
返

答
に
困
り
、下
江
町
長
さ
ん
や
筒
井
係
長
、

高
橋
庄
一
保
存
会
会
長
に
打
診
、
そ
の
時

は
、
皆
ん
な
あ
っ
け
に
取
ら
れ
た
状
況
で

あ
っ
た
が
高
橋
久
代
さ
ん
の
強
い
要
望

で
筒
井
係
長
、
高
橋
庄
一
会
長
と
共
に
全

国
棚
田
連
絡
協
議
会
会
長
に
面
会
。
一
応

開
催
地
候
補
に
手
を
挙
げ
る
こ
と
と
し

た
。
も
し
、
平
成
十
七
年
開
催
な
ら
ば
愛

知
万
博
が
開
催
さ
れ
る
し
、
サ
ミ
ッ
ト
に

出
席
し
た
全
国
の
棚
田
関
係
者
が
愛
知

万
博
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な

波
及
効
果
が
生
じ
る
と
、
咄
嗟
な
判
断
が

脳
裏
を
掠
め
た
。
ち
な
み
に
鳳
来
町
最
後

(

平
成
十
七
年
十
月
一
日
新
城
市
に
統

合)

の
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
間
違

い
な
い
事
実
で
あ
り
、
歴
史
的
な
大
事
業

と
確
信
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
五
・
六
日
の
両
日
、

第
九
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト

が
岐
阜
県
恵
那
市(

坂
折
棚
田)

で
開
催
、

そ
の
首
長
会
議

で
平
成
十
七
年

第
十
一
回
全
国

棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
が
鳳

来
町(

四
谷
の

千
枚
田)

で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
。
決
定
の

瞬
間
、
鳳
来
町
か
ら
出
席
し
た
地
元
住
民
、

棚
田
関
係
者
全
員
が
立
ち
上
が
り
、
「
鞍

掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
の
法
被
を
纏
い

精
一
杯
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
思
い
出(

鳥

肌
が
た
っ
た)

が
過
る
。

そ
の
懇
親
会
で
、
我
が
町

鳳
来
町
の

開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

高
橋
久
代

さ
ん
と
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
、
「
念
願
の

サ
ミ
ッ
ト
も
招
致
で
き
た
、
何
か
、
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
…
」
と
お
話

し
、
情
報
の
発
信
と
し
て
四
谷
の
千
枚
田

を
中
核
と
し
た
地
域
の
情
報
誌
の
発
行

を
提
案
し
た
。
同
年
九
月
二
十
一
日
、
鳳

来
町
に
サ
ミ
ッ
ト
関
連
の
事
務
連
絡
を

兼
ね
て
千
枚
田
を
訪
れ
た
時
、
発
刊
第
一

号
の
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
を
お
渡

し
た
。
以
来
二
十
年
間
毎
月
一
回
、
旧
海

老
町
全
戸
配
布
、
鳳
来
町(
現
新
城
市)

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
、
二
十
九
号
か
ら
は

愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
建

設
課
の
お
力
添
え
で
「
ふ
る
さ
と
・
水
と

土
指
導
員
活
動
支
援
」
の
一
環
と
し
て
カ

ラ
ー
印
刷
で
配
布
し
て
い
る
。

掲
載
内
容
は
、
楽
し
く
、
朗
ら
か
で
読

み
や
す
い
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。
千
枚
田

の
活
動(

稲
作
体
験
学
習
、
研
修
、
講
演
、

視
察
対
応
な
ど)

。
地
域
活
動(

伝
統
伝
承

行
事
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
な
ど)

。
そ
の
時
々

の
情
報
を
広
く
提
供
す
る
記
事
に
心
掛

け
る
。
等
々
を
念
頭
に
置
い
て
編
集
す
る

こ
と
と
し
、
継
続
し
て
き
た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
の
二
年
間
は
地

域
住
民
、
関
係
機
関
を
巻
き
込
ん
だ
「
サ

ミ
ッ
ト
成
功
へ
…
」
を
前
面
に
各
種
活
動

を
掲
載(

事
例:

サ
ミ
ッ
ト
お
助
け
隊
発

足
・
鳳
来
町
議
会

地
域
独
自
の
視
点
か

ら
三
件
の
案
件
が
答
弁
さ
れ
た
・
愛
知
万

博
会
場
で
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
を

配
布
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
ア
ピ
ー
ル)

。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
「
緑
と
水
と
心
の
オ
ア
シ

ス
」
を
テ
ー
マ
に
平
成
十
七
年
九
月
一
日
、

二
日
に
延
べ
千
七
十
八
人
。
地
元
を
含
む

と
千
五
百
人
が
取
り
組
む
と
い
う
盛
大

な
催
し
で
あ
っ
た
。
《
皆
ん
な
よ
く
頑
張

っ
た
！
携
わ
っ
た
一
人
一
人
が
満
足

感
・
達
成
感
を
得
た
な
ら
、
こ
れ
を
由
と

し
よ
う
。
連
谷
魂(

団
結)

が
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
ぐ
大
き

な
糧
と
な
っ
た
》
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、
ア
ク
シ
ョ
ン(

四

谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
二
年
間
継
続
発
行)

も
そ
れ
な
り
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
自
負
。
目
的
が
達
成
し
た
ら
、
は

い
サ
ヨ
ナ
ラ
…
は
、
で
き
な
い
性
格
と
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
も
好
評
？
の
た
め
、
継
続

発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
地
域
の
宝
、
む

ら
づ
く
り
を
題
材
と
し
た
寄
稿
、
講
演
、

研
修
受
入
れ
、
各
種
応
募
、
受
賞
な
ど
に

は
添
付
資
料
と
し
て
利
活
用
、
効
果
を
発

し
て
き
た
。

授
賞
・
認
定

・
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞

・
東
海
美
の
里
百
選

東
海
農
政
局

・
豊
か
な
自
然
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
〇
〇

愛
知
県
環
境
部

・
豊
か
な
む
ら
づ
く
り

東
海
農
政
局
長
賞

・
食
と
緑
が
支
え
る
県
民
の
豊
か
な
暮
ら

し
づ
く
り

愛
知
県
知
事
賞

・
美
し
い
愛
知
づ
く
り
景
観
資
源
六
〇
〇

選
認
定

愛
知
県

・
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞

・
美
の
里
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
会
特
別
賞

・
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝

農
林
水
産
省
選
定

・
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝

東
海
農
政
局
長
賞

・
グ
ッ
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

愛
知
県

名
古
屋
市

選
定

・
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝

(

個
人
部
門)

東
海
農
政
局
長
賞

・
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

農
林
水
産
省
認
定

・
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
主
催
者
賞

環
境
活
動

平
成
二
十
一
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
あ

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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い
ち
森
と
緑
づ
く
り
環
境
活
動
・
学
習
推

進
事
業
」
に
応
募
、
採
択
さ
れ
「
四
谷
の

千
枚
田
周
辺
の
環
境
保
全
活
動
・
ゆ
と
り

あ
る
地
域
づ
く
り
」
に
地
域
の
自
主
性
や

想
像
力
を
活
か
し
た
活
動
を
保
存
会
、
連

谷
お
助
け
隊
、
地
域
住
民
共
々
実
施
。

特
に
生
活
道
の
環
境
整
備
と
し
て
松

下
地
内
、
方
瀬
～
真
菰
、
方
瀬
～
稲
目
に

至
る
生
活
道
の
除
伐
や
日
溜
ま
り
確
保

に
は
地
域
住
民
を
交
え
、
実
施
。
喜
ば
れ

た
り
、
絆
づ
く
り
を
構
築
し
た
。

こ
の
活
動
を
契
機
に
方
瀬
集
落
は
毎

年
、
稲
目
ま
で
の
県
道
沿
い
の
除
伐
、
住

環
境
整
備
を
毎
年
行
っ
て
い
る
こ
と
は

嬉
し
い
。

学
習
推
進
事
業
で
は
自
然
観
察
会
か

ら
、
日
本
固
有
種
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

自
然
再
生
が
特
別
教
科

道
徳
読
本(

小

学
四
年
生)

愛
知
版
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど

環
境
保
全
活
動
に
寄
与
し
た
。
五
年
継
続

招
致
・
協
力

平
成
二
十
二
年
、
生
物
多
様
性
条
約
第

一
〇
回
締
約
国
会
議(C

O
P
10
)

エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
の
受
入
れ

C
OP
1
0

つ
い
て
は
四
谷
の
千
枚
田
が
愛

知
の
里
山
と
位
置
付
け
ら
れ
、
名
古
屋

市
・
愛
知
県
の
招
致
活
動
に
貢
献
し
た
。

開
催
年
に
は
名
古
屋
市
全
域
や
市
電
、
市

バ
ス
な
ど
に
四
谷
の
千
枚
田
が
ア
サ
ヒ

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て

掲
示
、
一
躍
愛
知
の
顔
と
な
っ
た
。

ま
た
、C

O
P1
0

が
愛
知
県
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
「
生
物
多
様
性
」
の
重
要

性
が
国
民
に
浸
透
。
各
種
環
境
保
全
活
動

が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
一
助
を
担
っ
た
こ

と
に
は
憚
ら
な
い
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
英
国
放
送
協
会
外
国
特
派
員

の
笹
生
さ
ん
は
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

を
知
り
、
お
会
い
で
き
な
い
か
と
打
診
が

あ
り
、
生
物
多
様
性
と
景
観
に
富
ん
だ
千

枚
田
を
紹
介
、
特
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

生
態
に
監
督
が
大
き
く
興
味
を
抱
き
、
十

九
日
間
の
長
期
撮
影
の
映
像
を
世
界
各

国
へ
配
信
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
送
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

他

平
成
二
十
七
年
九
月
五
日
、
全
国
棚
田

(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
開
催
十
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
の
宝

こ
れ
か
ら

の
千
枚
田
保
全
に
つ
い
て
～
み
ん
な
で

語
ろ
う
千
枚
田
～
の
開
催

棚
田
博
士
中
島
峰
広
先
生
、
棚
田
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
高
野
光
世
さ
ん
を
招
き
、
各
種

団
体
、
地
域
住
民
、
行
政
関
係
機
関
総
勢

二
百
十
名
の
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
み

ん
な
で
頑
張
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
成
功
を
肴

に
、
美
酒
に
酔
い
し
れ
た
。

会
場
で
は
、
丸
八
製
菓
八
雲
だ
ん
ご
の

鈴
木
社
長
さ
ん
の
心
意
気
で
、
参
加
者
に

だ
ん
ご
が
惜
し
げ
も
な
く
振
る
舞
わ
れ

た
こ
と
が
思
い
出
に
残
る
。

毎
年
、
六
月
第
一
土
曜
日
、「
お
田
植
感

謝
の
夕
べ
」
作
業
道
に
千
五
百
本
の
ロ
ウ

ソ
ク
を
灯
し
、
天
空
に
十
五
発
の
花
火
が

彩
る
幻
想
的
で
癒
し
を
提
供
す
る
催
し
。

毎
年
、
十
二
月
第
二
日
曜
日
、「
収
穫
感

謝
祭
」
ふ
れ
あ
い
広
場
で
餅
つ
き
、
シ
シ

汁
、
天
空
の
コ
ン
サ
ー
ト(

生
バ
ン
ド)

を

開
催
。

平
成
十
八
年
か
ら
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工

場
の
新
人
社
員
研
修
を
受
入
れ
、
同
社
が

「
企
業
は
地
域
貢
献
、
環
境
に
配
慮
を
責

務
」
と
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
同
年
か
ら

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
も
食
の
原
点

で
あ
る
「
米
つ
く
り
」
を
実
践
、
食
の
大

事
さ
を
毎
年
、
学
ん
で
い
る
。

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
医
療
品
、
医
薬

品
販
売
の
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社(

社
員
三

千
人)

は
高
齢
化
す
る
村
を
支
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、
全
国
の
棚
田
四
十

カ
所
に
社
員
を
派
遣
、
労
働
支
援
を
実
施

し
た
。
四
谷
の
千
枚
田
も
毎
年
、
百
人
規

模
で
受
入
れ
た
。
受
け
入
れ
側
の
保
存
会
、

お
助
け
隊
の
面
々
は
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー

を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
、
皆

若
い
！
、
シ

ラ
ウ
オ
の
よ
う
な
手
を
し
た
女
子
社
員

に
「
こ
り
ゃ
あ

無
理
だ
」
と
直
感
し
た
よ

う
だ
が
、
な
か
な
か
性
が
よ
く
、
次
第
に
、

休
み
な
が
ら
や
っ
と
く
れ
ん
…
な
ど
と

お
世
辞
を
言
い
な
が
ら
近
寄
る
輩
も
い

た
。(

四
年
間
継
続)

映
画
「
あ
ん
」
の
撮
影
地

樹
木
希
林
さ

ん
を
お
花
見
会
の
参
加
者
に
サ
プ
ラ
イ

ズ
、
地
域
に
大
き
な
思
い
出
を
作
っ
た
。

大
型
ド
ラ
マ
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
Ⅱ
」
百
二

十
五
人
の
撮
影
関
係
者
の
接
待
と
出
演
。

俳
優:

佐
藤
浩
市
、
内
野
聖
陽
、
東
出
昌
大
、

え
な
り
か
ず
き
、
で
ん
で
ん
、
エ
キ
ス
ト

ラ
は
地
元
住
民
、
若
い
衆
を
募
り
、
俳
優

の
厳
し
さ
を
実
感
さ
せ
た
。
こ
れ
に
、
懲

り
た
か
、
こ
の
村
か
ら
俳
優
は
い
な
い
。

生
産
面
で
は
、
丸
八
製
菓
八
雲
だ
ん
ご

の
協
力
で
古
米
を
活
用
し
た
「
千
枚
田
五

平
餅
」
の
開
発(

郵
便
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
、

宅
配
便
で
全
国
展
開)

、
耕
作
者
は
現
金

収
入
を
得
る
こ
と
で
、
耕
作
意
欲
が
向
上

し
た
。
等
々

「
継
続
は
力
な
り
」
～
止
ま
な
い
雨
は
な

い
～
を
主
眼
に
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
地

域
の
宝
と
位
置
付
け
た
活
動
を
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝
に
応
募
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
に
選
定

受
賞
、
授

賞
式
は
首
相
官
邸
で
安
倍
首
相
か
ら
授

与
、
赤
じ
ゅ
う
た
ん
で
の
記
念
撮
影
が
一

生
の
思
い
出
で
も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
「
宝
」
で
あ
る
こ
と
を

心
に
刻
ん
だ
。

発
行
、
二
十
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

と
て
も
記
念
号
に
纏
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
ほ
ど
の
膨
大
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
新
城
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

と
検
索
し
て
頂
け
れ
ば
全
号
が
み
ら
れ

る
し
、
是
非
、
読
ん
で
も
も
ら
い
た
い
。

お
知
ら
せ

令
和
五
年
十
月
一
日(

日)

、
第
八
回
奥

三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

ふ
れ
あ
い
広

場)

運
営
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
全
国
各

地
か
ら
参
加
す
る
選
手
を
歓
迎
し
、
大
会

を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行

令
和
五
年
九
月
十
五
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


